
(57)【要約】

【課題】ペダル式パーキングブレーキ操作装置のラチェ

ット機構において，パーキングブレーキペダルが後退限

に戻るとき，ラチェットポールがポール制御ばねの作用

により摺動してガイド孔の内端壁が支軸に激しく衝突し

ても，衝突音の発生を防ぐようにする。

【解決手段】ラチェットベース２と，これに枢軸４を介

して支持されるパーキングブレーキペダル３との間にラ

チェット機構Ｒ設けられ，このラチェット機構Ｒは，ラ

チェットベース２に形成される円弧状のラチェットギヤ

１５と，それと協働すべくパーキングブレーキペダル３

に固設される支軸２５に支持されるラチェットポール２

０とを備え，このラチェットポール２０には支軸２０が

摺動及び回転可能に嵌合するガイド孔２４が設けられ，

パーキングブレーキペダル３が後退限に戻る過程で，支

軸２５が急激に当接するガイド孔２４の内端壁を，合成

樹脂製の緩衝壁２６で構成すると共に，この緩衝壁２６

の撓みを許容する緩衝空間２７を緩衝壁２６に隣接して

設けた。

【選択図】　　　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 車 体 （ Ｆ ） に 固 着 さ れ る ラ チ ェ ッ ト ベ ー ス （ ２ ） と ， こ の ラ チ ェ ッ ト ベ ー ス （ ２ ） に 枢
軸 （ ４ ） を 介 し て 前 方 踏 込 み 可 能 に 支 持 さ れ る と 共 に 後 退 方 向 に ば ね 付 勢 さ れ ， 踏 込 み 操
作 に よ り パ ー キ ン グ ブ レ ー キ を 作 動 す る パ ー キ ン グ ブ レ ー キ ペ ダ ル （ ３ ） と ， こ の ラ チ ェ
ッ ト ベ ー ス （ ２ ） 及 び パ ー キ ン グ ブ レ ー キ ペ ダ ル （ ３ ） 間 に 設 け ら れ て ， パ ー キ ン グ ブ レ
ー キ ペ ダ ル （ ３ ） を ， 該 ペ ダ ル （ ３ ） の １ 回 目 の 踏 込 み 操 作 に よ り 踏 み 込 み 位 置 に ロ ッ ク
し ， ２ 回 目 の 踏 込 み 操 作 に よ り 上 記 ロ ッ ク を 解 除 す る ラ チ ェ ッ ト 機 構 （ Ｒ ） と を 備 え て な
り ， こ の ラ チ ェ ッ ト 機 構 （ Ｒ ） は ， 前 記 ラ チ ェ ッ ト ベ ー ス （ ２ ） に 形 成 さ れ て 前 記 枢 軸 （
４ ） の 周 方 向 に 沿 っ て 隣 接 す る 円 弧 状 の ラ チ ェ ッ ト ギ ヤ （ １ ５ ） ， 収 容 凹 部 （ １ ６ ） 及 び
リ セ ッ ト カ ム （ １ ７ ） と ， パ ー キ ン グ ブ レ ー キ ペ ダ ル （ ３ ） に 固 設 さ れ る 支 軸 （ ２ ５ ） と
， こ の 支 軸 （ ２ ５ ） に よ り セ ッ ト 位 置 （ Ｓ ） 及 び ロ ッ ク 解 除 位 置 （ Ｕ ） と の 間 を 回 動 可 能
に 支 持 さ れ ， 一 端 部 に 爪 部 （ ２ １ ） を 有 す る ラ チ ェ ッ ト ポ ー ル （ ２ ０ ） と を 含 み ， こ の ラ
チ ェ ッ ト ポ ー ル （ ２ ０ ） は ， パ ー キ ン グ ブ レ ー キ ペ ダ ル （ ３ ） が 後 退 限 に 戻 る と 前 記 リ セ
ッ ト カ ム （ １ ７ ） に よ り 前 記 セ ッ ト 位 置 （ Ｓ ） に 誘 導 さ れ て 前 記 爪 部 （ ２ １ ） を 前 記 収 容
凹 部 （ １ ６ ） 内 に 収 め ， パ ー キ ン グ ブ レ ー キ ペ ダ ル （ ３ ） の 踏 込 み 状 態 で は ， 前 記 セ ッ ト
位 置 （ Ｓ ） 及 び ロ ッ ク 解 除 位 置 （ Ｕ ） 間 の 中 間 位 置 を 占 め る と き 前 記 爪 部 （ ２ １ ） を 前 記
ラ チ ェ ッ ト ギ ヤ （ １ ５ ） に 係 合 さ せ る が ， 前 記 ロ ッ ク 解 除 位 置 （ Ｕ ） に 変 わ る と 前 記 爪 部
（ ２ １ ） を 前 記 ラ チ ェ ッ ト ギ ヤ （ １ ５ ） か ら 離 脱 さ せ る よ う に 構 成 さ れ ， こ の ラ チ ェ ッ ト
ポ ー ル （ ２ ０ ） に は ， 前 記 支 軸 （ ２ ５ ） に 対 し て 回 転 及 び 摺 動 可 能 に 嵌 合 す る 長 孔 状 の ガ
イ ド 孔 （ ２ ４ ） が 設 け ら れ る と 共 に ポ ー ル 制 御 ば ね （ ３ ３ ） が 接 続 さ れ ， こ の ポ ー ル 制 御
ば ね （ ３ ３ ） は ， パ ー キ ン グ ブ レ ー キ ペ ダ ル （ ３ ） の ２ 回 目 の 踏 込 み 時 に ， 前 記 ガ イ ド 孔
（ ２ ４ ） の 一 端 壁 を 前 記 支 軸 （ ２ ５ ） に 当 接 さ せ た ま ゝ 前 記 ラ チ ェ ッ ト ポ ー ル （ ２ ０ ） を
前 記 ロ ッ ク 解 除 位 置 （ Ｕ ） 側 に 付 勢 し ， パ ー キ ン グ ブ レ ー キ ペ ダ ル （ ３ ） の ２ 回 目 の 踏 込
み 解 放 に 伴 な い 前 記 リ セ ッ ト カ ム （ １ ７ ） が 前 記 ラ チ ェ ッ ト ポ ー ル （ ２ ０ ） を 前 記 セ ッ ト
位 置 （ Ｓ ） に 誘 導 す る と き は 前 記 ガ イ ド 孔 （ ２ ４ ） の 他 端 壁 を 前 記 支 軸 （ ２ ５ ） に 押 圧 し
な が ら パ ー キ ン グ ブ レ ー キ ペ ダ ル （ ３ ） を 前 記 セ ッ ト 位 置 （ Ｓ ） 側 に 付 勢 す る よ う に 構 成
さ れ る ， ペ ダ ル 式 パ ー キ ン グ ブ レ ー キ 操 作 装 置 に お い て ，
　 前 記 ラ チ ェ ッ ト ポ ー ル （ ２ ０ ） の 前 記 他 側 壁 を ， 合 成 樹 脂 製 の 緩 衝 壁 （ ２ ６ ） で 構 成 す
る と 共 に ， こ の 緩 衝 壁 （ ２ ６ ） の 撓 み を 許 容 す る 緩 衝 空 間 （ ２ ７ ） を 緩 衝 壁 （ ２ ６ ） に 隣
接 し て 設 け た こ と を 特 徴 と す る ， ペ ダ ル 式 パ ー キ ン グ ブ レ ー キ 操 作 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の ペ ダ ル 式 パ ー キ ン グ ブ レ ー キ 操 作 装 置 に お い て ，
　 前 記 支 軸 （ ２ ５ ） を 断 面 円 形 に 形 成 す る 一 方 ， 前 記 緩 衝 壁 （ ２ ６ ） の 前 記 支 軸 （ ２ ５ ）
に 対 す る 当 接 面 （ ２ ６ ａ ） を 平 坦 に 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る ， ペ ダ ル 式 パ ー キ ン グ ブ レ
ー キ 操 作 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の ペ ダ ル 式 パ ー キ ン グ ブ レ ー キ 操 作 装 置 に お い て ，
　 前 記 ラ チ ェ ッ ト ポ ー ル （ ２ ０ ） を 金 属 製 と す る と 共 に ， こ の ラ チ ェ ッ ト ポ ー ル （ ２ ０ ）
の ， 前 記 爪 部 （ ２ １ ） を 除 く 表 面 を 合 成 樹 脂 製 の 緩 衝 被 膜 （ ３ ４ ） で 被 覆 し ， 前 記 緩 衝 壁
（ ２ ６ ） を ， こ れ が 前 記 緩 衝 被 膜 （ ３ ４ ） の ， 該 ラ チ ェ ッ ト ポ ー ル （ ２ ０ ） 両 側 面 を 被 覆
す る 部 分 を 前 記 ガ イ ド 孔 （ ２ ４ ） を 通 し て 相 互 に 連 結 す る よ う に ， 該 緩 衝 被 膜 （ ３ ４ ） と
一 体 成 形 し た こ と を 特 徴 と す る ， ペ ダ ル 式 パ ー キ ン グ ブ レ ー キ 操 作 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は ， 車 体 に 固 着 さ れ る ラ チ ェ ッ ト ベ ー ス と ， こ の ラ チ ェ ッ ト ベ ー ス に 枢 軸 を 介 し
て 前 方 踏 込 み 可 能 に 支 持 さ れ る と 共 に 後 退 方 向 に ば ね 付 勢 さ れ ， 踏 込 み 操 作 に よ り パ ー キ
ン グ ブ レ ー キ を 作 動 す る パ ー キ ン グ ブ レ ー キ ペ ダ ル と ， こ の ラ チ ェ ッ ト ベ ー ス 及 び パ ー キ
ン グ ブ レ ー キ ペ ダ ル 間 に 設 け ら れ て ， パ ー キ ン グ ブ レ ー キ ペ ダ ル を ， 該 ペ ダ ル の １ 回 目 の
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踏 込 み 操 作 に よ り 踏 み 込 み 位 置 に ロ ッ ク し ， ２ 回 目 の 踏 込 み 操 作 に よ り 上 記 ロ ッ ク を 解 除
す る ラ チ ェ ッ ト 機 構 と を 備 え る ， ペ ダ ル 式 パ ー キ ン グ ブ レ ー キ 操 作 装 置 の 改 良 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 か ゝ る ペ ダ ル 式 パ ー キ ン グ ブ レ ー キ 操 作 装 置 に お い て ， ラ チ ェ ッ ト 機 構 は ， 前 記 ラ チ ェ
ッ ト ベ ー ス に 形 成 さ れ て 前 記 枢 軸 の 周 方 向 に 沿 っ て 隣 接 す る 円 弧 状 の ラ チ ェ ッ ト ギ ヤ ， 収
容 凹 部 及 び リ セ ッ ト カ ム と ， パ ー キ ン グ ブ レ ー キ ペ ダ ル に 固 設 さ れ る 支 軸 と ， こ の 支 軸 に
よ り セ ッ ト 位 置 及 び ロ ッ ク 解 除 位 置 と の 間 を 回 動 可 能 に 支 持 さ れ ， 一 端 部 に 爪 部 を 有 す る
ラ チ ェ ッ ト ポ ー ル と を 含 み ， こ の ラ チ ェ ッ ト ポ ー ル は ， パ ー キ ン グ ブ レ ー キ ペ ダ ル が 後 退
限 に 戻 る と 前 記 リ セ ッ ト カ ム に よ り 前 記 セ ッ ト 位 置 に 誘 導 さ れ て 前 記 爪 部 を 前 記 収 容 凹 部
内 に 収 め ， パ ー キ ン グ ブ レ ー キ ペ ダ ル の 踏 込 み 状 態 で は ， 前 記 セ ッ ト 位 置 及 び ロ ッ ク 解 除
位 置 間 の 中 間 位 置 を 占 め る と き 前 記 爪 部 を 前 記 ラ チ ェ ッ ト ギ ヤ に 係 合 さ せ る が ， 前 記 ロ ッ
ク 解 除 位 置 に 変 わ る と 前 記 爪 部 を 前 記 ラ チ ェ ッ ト ギ ヤ か ら 離 脱 さ せ る よ う に 構 成 さ れ ， こ
の ラ チ ェ ッ ト ポ ー ル に は ， 前 記 支 軸 に 対 し て 回 転 及 び 摺 動 可 能 に 嵌 合 す る 長 孔 状 の ガ イ ド
孔 が 設 け ら れ る と 共 に ポ ー ル 制 御 ば ね が 接 続 さ れ ， こ の ポ ー ル 制 御 ば ね は ， パ ー キ ン グ ブ
レ ー キ ペ ダ ル の ２ 回 目 の 踏 込 み 時 に ， 前 記 ガ イ ド 孔 の 一 端 壁 を 前 記 支 軸 に 当 接 さ せ た ま ゝ
前 記 ラ チ ェ ッ ト ポ ー ル を 前 記 ロ ッ ク 解 除 位 置 側 に 付 勢 し ， パ ー キ ン グ ブ レ ー キ ペ ダ ル の ２
回 目 の 踏 込 み 解 放 に 伴 な い 前 記 リ セ ッ ト カ ム が 前 記 ラ チ ェ ッ ト ポ ー ル を 前 記 セ ッ ト 位 置 に
誘 導 す る と き は 前 記 ガ イ ド 孔 の 他 端 壁 を 前 記 支 軸 に 押 圧 し な が ら パ ー キ ン グ ブ レ ー キ ペ ダ
ル を 前 記 セ ッ ト 位 置 側 に 付 勢 す る よ う に 構 成 さ れ る も の が ， 例 え ば 下 記 特 許 文 献 １ に 開 示
さ れ る よ う に ， 既 に 知 ら れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ ０ － ３ ５ ９ ５ ９ ９ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 か ゝ る ペ ダ ル 式 パ ー キ ン グ ブ レ ー キ 操 作 装 置 の ラ チ ェ ッ ト 機 構 で は ， パ ー キ ン グ ブ レ ー
キ の ２ 回 目 の 踏 み 込 み 解 放 に よ り ， パ ー キ ン グ ブ レ ー キ ペ ダ ル が 後 退 限 に 戻 る と き ， ラ チ
ェ ッ ト ポ ー ル が リ セ ッ ト カ ム に よ り セ ッ ト 位 置 へ 誘 導 さ れ ， ポ ー ル 制 御 ば ね の 作 用 に よ り
爪 部 を 収 容 凹 部 内 に 収 め る よ う に 押 圧 さ れ る こ と で ， ガ イ ド 孔 の 他 方 の 内 端 壁 が 支 軸 に 激
し く 衝 突 し て 衝 突 音 を 発 す る 。 こ の よ う な 異 音 は ， 自 動 車 の 乗 員 に 多 少 と も 不 快 感 を 与 え
る こ と に な る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 と こ ろ で ， 上 記 特 許 文 献 １ に も 開 示 さ れ る よ う に ， ラ チ ェ ッ ト ポ ー ル の 表 面 を 緩 衝 材 で
被 覆 す る こ と に よ り ， 他 部 材 と の 当 接 衝 撃 を 緩 衝 し て 当 接 音 の 発 生 を 抑 え る 技 術 が 知 ら れ
て い る が ， こ の よ う な 技 術 を そ の ま ゝ 上 記 ラ チ ェ ッ ト ポ ー ル の ， 支 軸 の 当 接 部 に 適 用 し て
も ， 衝 撃 力 が 大 き い た め ， 満 足 す る 消 音 効 果 を 得 る に は 至 ら な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は ， か ゝ る 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で ， パ ー キ ン グ ブ レ ー キ の ２ 回 目 の 踏 み 込
み 解 放 に よ り ， パ ー キ ン グ ブ レ ー キ ペ ダ ル が 後 退 限 に 戻 る と き ， ラ チ ェ ッ ト ポ ー ル が ポ ー
ル 制 御 ば ね の 作 用 に よ り 爪 部 を 収 容 凹 部 内 に 収 め る よ う に 押 圧 さ れ ， ガ イ ド 孔 の 他 方 の 内
端 壁 が 支 軸 に 激 し く 衝 突 し て も ， そ の 衝 撃 力 を 効 果 的 に 緩 衝 し て ， 衝 突 音 の 発 生 を 抑 制 し
得 る よ う に し た ラ チ ェ ッ ト 機 構 を 備 え る ， ペ ダ ル 式 パ ー キ ン グ ブ レ ー キ 操 作 装 置 を 提 供 す
る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に ， 本 発 明 は ， 車 体 に 固 着 さ れ る ラ チ ェ ッ ト ベ ー ス と ， こ の ラ
チ ェ ッ ト ベ ー ス に 枢 軸 を 介 し て 前 方 踏 込 み 可 能 に 支 持 さ れ る と 共 に 後 退 方 向 に ば ね 付 勢 さ
れ ， 踏 込 み 操 作 に よ り パ ー キ ン グ ブ レ ー キ を 作 動 す る パ ー キ ン グ ブ レ ー キ ペ ダ ル と ， こ の
ラ チ ェ ッ ト ベ ー ス 及 び パ ー キ ン グ ブ レ ー キ ペ ダ ル 間 に 設 け ら れ て ， パ ー キ ン グ ブ レ ー キ ペ
ダ ル を ， 該 ペ ダ ル の １ 回 目 の 踏 込 み 操 作 に よ り 踏 み 込 み 位 置 に ロ ッ ク し ， ２ 回 目 の 踏 込 み
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操 作 に よ り 上 記 ロ ッ ク を 解 除 す る ラ チ ェ ッ ト 機 構 と を 備 え て な り ， こ の ラ チ ェ ッ ト 機 構 は
， 前 記 ラ チ ェ ッ ト ベ ー ス に 形 成 さ れ て 前 記 枢 軸 の 周 方 向 に 沿 っ て 隣 接 す る 円 弧 状 の ラ チ ェ
ッ ト ギ ヤ ， 収 容 凹 部 及 び リ セ ッ ト カ ム と ， パ ー キ ン グ ブ レ ー キ ペ ダ ル に 固 設 さ れ る 支 軸 と
， こ の 支 軸 に よ り セ ッ ト 位 置 及 び ロ ッ ク 解 除 位 置 と の 間 を 回 動 可 能 に 支 持 さ れ ， 一 端 部 に
爪 部 を 有 す る ラ チ ェ ッ ト ポ ー ル と を 含 み ， こ の ラ チ ェ ッ ト ポ ー ル は ， パ ー キ ン グ ブ レ ー キ
ペ ダ ル が 後 退 限 に 戻 る と 前 記 リ セ ッ ト カ ム に よ り 前 記 セ ッ ト 位 置 に 誘 導 さ れ て 前 記 爪 部 を
前 記 収 容 凹 部 内 に 収 め ， パ ー キ ン グ ブ レ ー キ ペ ダ ル の 踏 込 み 状 態 で は ， 前 記 セ ッ ト 位 置 及
び ロ ッ ク 解 除 位 置 間 の 中 間 位 置 を 占 め る と き 前 記 爪 部 を 前 記 ラ チ ェ ッ ト ギ ヤ に 係 合 さ せ る
が ， 前 記 ロ ッ ク 解 除 位 置 に 変 わ る と 前 記 爪 部 を 前 記 ラ チ ェ ッ ト ギ ヤ か ら 離 脱 さ せ る よ う に
構 成 さ れ ， こ の ラ チ ェ ッ ト ポ ー ル に は ， 前 記 支 軸 に 対 し て 回 転 及 び 摺 動 可 能 に 嵌 合 す る 長
孔 状 の ガ イ ド 孔 が 設 け ら れ る と 共 に ポ ー ル 制 御 ば ね が 接 続 さ れ ， こ の ポ ー ル 制 御 ば ね は ，
パ ー キ ン グ ブ レ ー キ ペ ダ ル の ２ 回 目 の 踏 込 み 時 に ， 前 記 ガ イ ド 孔 の 一 端 壁 を 前 記 支 軸 に 当
接 さ せ た ま ゝ 前 記 ラ チ ェ ッ ト ポ ー ル を 前 記 ロ ッ ク 解 除 位 置 側 に 付 勢 し ， パ ー キ ン グ ブ レ ー
キ ペ ダ ル の ２ 回 目 の 踏 込 み 解 放 に 伴 な い 前 記 リ セ ッ ト カ ム が 前 記 ラ チ ェ ッ ト ポ ー ル を 前 記
セ ッ ト 位 置 に 誘 導 す る と き は 前 記 ガ イ ド 孔 の 他 端 壁 を 前 記 支 軸 に 押 圧 し な が ら パ ー キ ン グ
ブ レ ー キ ペ ダ ル を 前 記 セ ッ ト 位 置 側 に 付 勢 す る よ う に 構 成 さ れ る ， ペ ダ ル 式 パ ー キ ン グ ブ
レ ー キ 操 作 装 置 に お い て ， 前 記 ラ チ ェ ッ ト ポ ー ル の 前 記 他 側 壁 を ， 合 成 樹 脂 製 の 緩 衝 壁 で
構 成 す る と 共 に ， こ の 緩 衝 壁 の 撓 み を 許 容 す る 緩 衝 空 間 を 緩 衝 壁 に 隣 接 し て 設 け た こ と を
第 １ の 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 本 発 明 は ， 第 １ の 特 徴 に 加 え て ， 前 記 支 軸 を 断 面 円 形 に 形 成 す る 一 方 ， 前 記 緩 衝 壁
の 前 記 支 軸 に 対 す る 当 接 面 を 平 坦 に 形 成 し た こ と を 第 ２ の 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 さ ら に 本 発 明 は ， 第 １ 又 は 第 ２ の 特 徴 に 加 え て ， 前 記 ラ チ ェ ッ ト ポ ー ル を 金 属 製 と す る
と 共 に ， こ の ラ チ ェ ッ ト ポ ー ル の ， 前 記 爪 部 を 除 く 表 面 を 合 成 樹 脂 製 の 緩 衝 被 膜 で 被 覆 し
， 前 記 緩 衝 壁 を ， こ れ が 前 記 緩 衝 被 膜 の ， 該 ラ チ ェ ッ ト ポ ー ル 両 側 面 を 被 覆 す る 部 分 を 前
記 ガ イ ド 孔 を 通 し て 相 互 に 連 結 す る よ う に ， 該 緩 衝 被 膜 と 一 体 成 形 し た こ と を 第 ３ の 特 徴
と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 第 １ の 特 徴 に よ れ ば ， パ ー キ ン グ ブ レ ー キ の ２ 回 目 の 踏 み 込 み 解 放 に よ り ， パ
ー キ ン グ ブ レ ー キ ペ ダ ル が 後 退 限 に 戻 る と き ， ラ チ ェ ッ ト ポ ー ル が リ セ ッ ト カ ム に よ り セ
ッ ト 位 置 へ 誘 導 さ れ ， ポ ー ル 制 御 ば ね の 作 用 に よ り 爪 部 を 収 容 凹 部 内 に 収 め る よ う に 押 圧
さ れ る こ と で ， ガ イ ド 孔 の 他 方 の 内 端 壁 が 支 軸 に 激 し く 衝 突 し て も ， そ の 他 方 の 内 端 壁 を
構 成 す る 緩 衝 壁 と ， そ の 撓 み を 許 容 す る 緩 衝 空 間 と の 協 働 に よ り ， 大 な る 衝 撃 力 を 効 果 的
に 吸 収 し て 衝 突 音 の 発 生 を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 本 発 明 の 第 ２ の 特 徴 に よ れ ば ， 円 形 断 面 の 支 軸 と 緩 衝 壁 の 平 坦 面 と の 衝 突 に よ り ，
緩 衝 壁 は 中 央 部 に 集 中 荷 重 を 受 け て ， 比 較 的 大 き な 撓 み を 生 じ 易 く ， 衝 撃 力 の 吸 収 を よ り
効 果 的 に 行 う こ と が で き ， 消 音 効 果 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 さ ら に 本 発 明 の 第 ３ の 特 徴 に よ れ ば ， 金 属 製 の ラ チ ェ ッ ト ポ ー ル は ， 爪 部 を 除 い て ， 合
成 樹 脂 製 の 緩 衝 被 膜 に よ り 表 面 を 被 覆 さ れ る の で ， 爪 部 の 強 度 及 び 耐 摩 耗 性 を 確 保 し つ ゝ
， ラ チ ェ ッ ト ポ ー ル 各 部 の 当 接 音 や 摺 動 音 を 効 果 的 に 抑 制 す る こ と が で き ， し か も 緩 衝 壁
は ， 緩 衝 被 膜 と 一 体 成 形 さ れ る の で ， 緩 衝 被 膜 及 び 緩 衝 壁 を 一 挙 に 成 形 で き て ， 製 造 が 容
易 で あ る の み な ら ず ， 緩 衝 壁 は ， 緩 衝 被 膜 の ， ラ チ ェ ッ ト ポ ー ル 両 側 面 を 被 覆 す る 部 分 を
ガ イ ド 孔 を 通 し て 相 互 に 連 結 す る の で ， 緩 衝 被 膜 の ラ チ ェ ッ ト ポ ー ル 両 側 面 へ の 接 合 強 度
を 高 め ， 緩 衝 被 膜 の 剥 離 を 効 果 的 に 防 ぐ こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
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　 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を ， 図 面 に 示 す 本 発 明 の 好 適 な 実 施 例 に 基 づ き 以 下 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 １ は 本 発 明 に 係 る 自 動 車 の ペ ダ ル 式 パ ー キ ン グ ブ レ ー キ 操 作 装 置 の 側 面 図 ， 図 ２ は 図
１ の ２ 矢 視 図 ， 図 ３ は 図 １ に お け る ラ チ ェ ッ ト 機 構 部 を ， パ ー キ ン グ ブ レ ー キ ペ ダ ル の 非
操 作 状 態 で 示 す 拡 大 側 面 図 ， 図 ４ は 図 ３ の ４ － ４ 線 拡 大 断 面 図 ， 図 ５ は パ ー キ ン グ ブ レ ー
キ ペ ダ ル の 第 １ 回 目 の 踏 み 込 み 過 程 を 示 す ， 図 ３ と の 対 応 図 ， 図 ６ は パ ー キ ン グ ブ レ ー キ
ペ ダ ル の 第 １ 回 目 の 踏 み 込 み 力 解 放 状 態 （ ラ チ ェ ッ ト ポ ー ル の ロ ッ ク 状 態 ） を 示 す ， 図 ３
と の 対 応 図 ， 図 ７ は パ ー キ ン グ ブ レ ー キ ペ ダ ル の 第 ２ 回 目 の 踏 み 込 み 状 態 （ ラ チ ェ ッ ト ポ
ー ル ロ ッ ク 解 除 状 態 ） を 示 す ， 図 ３ と の 対 応 図 ， 図 ８ は パ ー キ ン グ ブ レ ー キ ペ ダ ル の 第 ２
回 目 の 踏 み 込 み 力 解 放 過 程 （ ラ チ ェ ッ ト ポ ー ル の リ セ ッ ト 過 程 ） を 示 す ， 図 ３ と の 対 応 図
で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 １ 及 び 図 ２ に お い て ， 自 動 車 の 車 体 Ｆ に 固 着 さ れ る 複 数 の ブ ラ ケ ッ ト １ ， １ に ラ チ ェ
ッ ト ベ ー ス ２ が 一 体 に 連 設 さ れ ， こ の ラ チ ェ ッ ト ベ ー ス ２ に は ， 下 端 部 に 踏 み 部 ３ ａ を 有
す る パ ー キ ン グ ブ レ ー キ ペ ダ ル ３ が 枢 軸 ４ を 介 し て 自 動 車 の 前 後 方 向 に 揺 動 可 能 に 支 持 さ
れ る 。 パ ー キ ン グ ブ レ ー キ ペ ダ ル ３ に は ， 枢 軸 ４ を 挟 ん で 踏 み 部 ３ ａ と 反 対 側 に 延 び る 作
動 ア ー ム ３ ｂ が 形 成 さ れ て お り ， こ の 作 動 ア ー ム ３ ｂ に ， 図 示 し な い 車 輪 の パ ー キ ン グ ブ
レ ー キ に 連 な る ブ レ ー キ ワ イ ヤ ５ が ク レ ビ ス ６ を 介 し て 接 続 さ れ ， パ ー キ ン グ ブ レ ー キ ペ
ダ ル ３ の 踏 み 部 ３ ａ を 前 方 に 踏 み 込 む と ， ブ レ ー キ ワ イ ヤ ５ を 牽 引 し て パ ー キ ン グ ブ レ ー
キ を 作 動 し 得 る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ラ チ ェ ッ ト ベ ー ス ２ に は ， 枢 軸 ４ を 中 心 と す る 円 弧 状 の 長 孔 ７ が 形 成 さ れ る と 共 に ， こ
の 長 孔 ７ の 一 端 部 に 臨 む ス ト ッ パ 片 ８ が 取 り 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 一 方 ， パ ー キ ン グ ブ レ ー キ ペ ダ ル ３ に は ， そ の 前 後 揺 動 に 伴 な い 上 記 長 孔 ７ 内 を 移 動 す
る ス ト ッ パ ピ ン １ ０ が 固 設 さ れ ， こ の ス ト ッ パ ピ ン １ ０ が 上 記 ス ト ッ パ 片 ８ に 当 接 す る こ
と に よ り ， パ ー キ ン グ ブ レ ー キ ペ ダ ル ３ の 後 退 限 が 規 制 さ れ る よ う に な っ て い る 。 パ ー キ
ン グ ブ レ ー キ ペ ダ ル ３ を そ の 後 退 限 に 向 か っ て 付 勢 す る 戻 し ば ね １ １ が ラ チ ェ ッ ト ベ ー ス
２ 及 び パ ー キ ン グ ブ レ ー キ ペ ダ ル ３ 間 に 張 設 さ れ る 。 図 示 例 の 場 合 ， ス ト ッ パ ピ ン １ ０ の
外 周 面 に は ， ス ト ッ パ 片 ８ と の 当 接 衝 撃 を 吸 収 す る 弾 性 ブ ッ シ ュ １ ２ が 嵌 め 込 ま れ て い る
が ， 前 記 ス ト ッ パ 片 ８ に ス ト ッ パ ピ ン １ ０ が 当 接 す る ク ッ シ ョ ン 部 材 を 付 設 す る 場 合 に は
， こ の 弾 性 ブ ッ シ ュ １ ２ を 廃 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た ラ チ ェ ッ ト ベ ー ス ２ 及 び パ ー キ ン グ ブ レ ー キ ペ ダ ル ３ 間 に ， 該 ペ ダ ル ３ を 踏 み 込 み
位 置 で ロ ッ ク し た り ， そ の ロ ッ ク を 解 除 し た り す る ラ チ ェ ッ ト 機 構 Ｒ が 設 け ら れ ， こ の ラ
チ ェ ッ ト 機 構 Ｒ を 覆 う ペ ダ ル カ バ ー １ ３ が パ ー キ ン グ ブ レ ー キ ペ ダ ル ３ の 一 側 面 に 固 着 さ
れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 上 記 ラ チ ェ ッ ト 機 構 Ｒ に つ い て ， 図 ３ ～ 図 ８ を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ３ に お い て ， ラ チ ェ ッ ト ベ ー ス ２ に は ， 枢 軸 ４ を 中 心 と す る 円 弧 状 の ラ チ ェ ッ ト ギ ヤ
１ ５ と ， こ の ラ チ ェ ッ ト ギ ヤ １ ５ の 後 側 に 隣 接 す る Ｕ 字 状 の 収 容 凹 部 １ ６ と ， こ の 収 容 凹
部 １ ６ の 後 側 壁 か ら 半 径 方 向 外 方 に 突 出 し た リ セ ッ ト カ ム １ ７ と が 形 成 さ れ ， 上 記 ラ チ ェ
ッ ト ギ ヤ １ ５ と 協 働 し て パ ー キ ン グ ブ レ ー キ ペ ダ ル ３ を 踏 み 込 み 位 置 で ロ ッ ク す る ラ チ ェ
ッ ト ポ ー ル ２ ０ が パ ー キ ン グ ブ レ ー キ ペ ダ ル ３ に 取 り 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ の ラ チ ェ ッ ト ポ ー ル ２ ０ に お い て ， ラ チ ェ ッ ト ギ ヤ １ ５ 側 の 上 端 部 に は ， 前 記 ラ チ ェ
ッ ト ギ ヤ １ ５ に 係 脱 可 能 な 爪 部 ２ １ と ， こ の 爪 部 ２ １ に 隣 接 し て 前 記 リ セ ッ ト カ ム １ ７ に
対 向 す る 当 接 カ ム ２ ２ と が 設 け ら れ ， そ の 下 端 部 に は ス ト ッ パ ア ー ム ３ ０ が ， 中 間 部 に は
ば ね 係 止 部 ２ ３ （ 図 示 例 で は 小 孔 ） が 設 け ら れ る 。 ま た 爪 部 ２ １ と ば ね 係 止 部 ２ ３ と の 中
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間 部 に は ， 上 下 方 向 に 長 い 長 孔 状 の ガ イ ド 孔 ２ ４ が 設 け ら れ ， そ の ガ イ ド 孔 ２ ４ に 回 転 及
び 摺 動 可 能 に 嵌 合 す る 断 面 円 形 の 支 軸 ２ ５ が パ ー キ ン グ ブ レ ー キ ペ ダ ル ３ に 固 設 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ガ イ ド 孔 ２ ４ の 特 に ， 下 方 の 内 端 壁 は ， エ ラ ス ト マ 樹 脂 等 の 軟 質 合 成 樹 脂 か ら な る 緩 衝
壁 ２ ６ で 構 成 さ れ る と 共 に ， こ の 緩 衝 壁 ２ ６ の 撓 み を 許 容 す る よ う に 緩 衝 空 間 ２ ７ が 緩 衝
壁 ２ ６ に 隣 接 し て 設 け ら れ る 。 そ の 際 ， 緩 衝 壁 ２ ６ の ， 円 形 断 面 の 支 軸 ２ ５ に 対 す る 当 接
面 ２ ６ ａ は 平 坦 に 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ラ チ ェ ッ ト ポ ー ル ２ ０ は ， 支 軸 ２ ５ に 関 し て セ ッ ト 位 置 Ｓ （ 図 ３ 参 照 ） と ロ ッ ク 解 除 位
置 Ｕ （ 図 ７ 参 照 ） と の 間 を 回 動 し 得 る 。 ラ チ ェ ッ ト ポ ー ル ２ ０ は ， そ の セ ッ ト 位 置 Ｓ で は
， パ ー キ ン グ ブ レ ー キ ペ ダ ル ３ が 後 退 限 に 位 置 す る と き 爪 部 ２ １ 及 び 当 接 カ ム ２ ２ を ラ チ
ェ ッ ト ベ ー ス ２ の 収 容 凹 部 １ ６ 内 に 収 め ， ロ ッ ク 解 除 位 置 Ｕ で は ， パ ー キ ン グ ブ レ ー キ ペ
ダ ル ３ が 前 方 踏 み 込 み 位 置 に あ る と き 爪 部 ２ １ を ラ チ ェ ッ ト ギ ヤ １ ５ か ら 離 間 さ せ ， ま た
セ ッ ト 位 置 Ｓ 及 び ロ ッ ク 解 除 位 置 Ｕ の 中 間 位 置 （ 図 ６ 参 照 ） で は ， 爪 部 ２ １ を ラ チ ェ ッ ト
ギ ヤ １ ５ に 係 合 さ せ る よ う に な っ て い る 。 パ ー キ ン グ ブ レ ー キ ペ ダ ル ３ の セ ッ ト 位 置 Ｓ 及
び ロ ッ ク 解 除 位 置 Ｕ は ， ス ト ッ パ ア ー ム ３ ０ が パ ー キ ン グ ブ レ ー キ ペ ダ ル ３ に 固 設 さ れ る
第 １ ス ト ッ パ ３ １ 及 び 第 ２ ス ト ッ パ ３ ２ に 当 接 す る こ と に よ り 規 制 さ れ る 。 パ ー キ ン グ ブ
レ ー キ ペ ダ ル ３ の 当 接 カ ム ２ ２ は ， リ セ ッ ト カ ム １ ７ に 当 接 し た と き ， セ ッ ト 位 置 Ｓ 側 へ
姿 勢 制 御 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 上 記 第 １ ス ト ッ パ ３ １ 及 び ば ね 係 止 部 ２ ３ に は ， 捩 じ り コ イ ル ば ね か ら な る ポ ー ル 制 御
ば ね ３ ３ の 両 端 部 が そ れ ぞ れ 係 止 さ れ ， そ の ば ね 力 は ， ば ね 係 止 部 ２ ３ 及 び 第 １ ス ト ッ パ
３ １ の 両 中 心 を 結 ぶ 直 線 Ｌ に 沿 っ て ， ば ね 係 止 部 ２ ３ 及 び 第 １ ス ト ッ パ ３ １ 間 を 引 き 離 す
よ う に 働 く 。 し た が っ て ， 上 記 直 線 Ｌ が ポ ー ル 制 御 ば ね ３ ３ の 力 の 作 用 線 と な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ３ 及 び 図 ４ に 示 す よ う に ， ラ チ ェ ッ ト ポ ー ル ２ ０ は ， 金 属 製 ， 例 え ば 厚 肉 鋼 板 製 で あ
っ て ， そ の 表 面 に は ， 爪 部 ２ １ 及 び ば ね 係 止 部 ２ ３ 周 辺 部 ， 並 び に ガ イ ド 孔 ２ ４ の 金 属 面
を 除 い て ， 前 記 緩 衝 壁 ２ ６ と 同 質 材 の 軟 質 合 成 樹 脂 か ら な る 緩 衝 被 膜 ３ ４ が 形 成 さ れ る 。
そ の 際 ， こ の 緩 衝 被 膜 ３ ４ と 前 記 緩 衝 壁 ２ ６ と は 一 体 成 形 さ れ る 。 そ の 結 果 ， 緩 衝 壁 ２ ６
は ， 緩 衝 被 膜 ３ ４ の ， ラ チ ェ ッ ト ポ ー ル ２ ０ の 両 側 面 を 被 覆 す る 部 分 を 相 互 に 連 結 す る こ
と に な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 尚 ， 緩 衝 壁 ２ ６ 及 び 緩 衝 被 膜 ３ ４ の 滑 り 性 を 高 め る た め に ， そ れ を 形 成 す る エ ラ ス ト マ
樹 脂 等 の 軟 質 合 成 樹 脂 に 潤 滑 剤 を 混 合 さ せ る こ と は 有 効 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 次 に ， こ の 実 施 例 の 作 用 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 先 ず ， 図 ３ に 示 す よ う に ， パ ー キ ン グ ブ レ ー キ ペ ダ ル ３ が ， ス ト ッ パ ピ ン １ ０ を ス ト ッ
パ 片 ８ に 当 接 さ せ た 後 退 限 に 位 置 す る と き は ， ポ ー ル 制 御 ば ね ３ ３ の 力 の 作 用 線 Ｌ が 支 軸
２ ５ の 中 心 の 後 側 を 通 り ， そ の 力 が ば ね 係 止 部 ２ ３ 及 び 第 １ ス ト ッ パ ３ １ 間 を 引 き 離 す よ
う に 働 く の で ， ラ チ ェ ッ ト ポ ー ル ２ ０ は ， 上 方 に 付 勢 さ れ て 緩 衝 壁 ２ ６ を 支 軸 ２ ５ に 当 接
さ せ る と 共 に ， こ の 支 軸 ２ ５ に 関 し て 反 時 計 回 り に 回 動 し て ス ト ッ パ ア ー ム ３ ０ を 第 １ ス
ト ッ パ ３ １ に 当 接 さ せ ， ラ チ ェ ッ ト ポ ー ル ２ ０ の 爪 部 ２ １ 及 び ス ト ッ パ ア ー ム ３ ０ を ラ チ
ェ ッ ト ベ ー ス ２ の 収 容 凹 部 １ ６ 内 に 収 め て い る 。 こ う し て ラ チ ェ ッ ト ポ ー ル ２ ０ は ， セ ッ
ト 位 置 Ｓ に 保 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 い ま ， 踏 み 部 ３ ａ を 踏 み 込 ん で ， 戻 し ば ね １ １ の 付 勢 力 に 抗 し て パ ー キ ン グ ブ レ ー キ ペ
ダ ル ３ を 前 方 に 回 動 さ せ る と ， ブ レ ー キ ワ イ ヤ ５ を 牽 引 し て ， 車 輪 の パ ー キ ン グ ブ レ ー キ
を 作 動 す る こ と が で き る 。 そ の 際 ， ラ チ ェ ッ ト ポ ー ル ２ ０ は ， パ ー キ ン グ ブ レ ー キ ペ ダ ル
３ の 前 方 へ の 回 動 に 伴 な い ， 爪 部 ２ １ を 収 容 凹 部 １ ６ か ら 脱 出 さ せ て ラ チ ェ ッ ト ギ ヤ １ ５
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上 を 滑 ら せ る が ， パ ー キ ン グ ブ レ ー キ ペ ダ ル ３ の 前 方 へ の 回 動 過 程 で は ， ポ ー ル 制 御 ば ね
３ ３ の 力 の 作 用 線 Ｌ は ， 尚 も 支 軸 ２ ５ の 右 側 に 位 置 し て い る か ら ， ラ チ ェ ッ ト ポ ー ル ２ ０
は ， ポ ー ル 制 御 ば ね ３ ３ の 力 に よ っ て 爪 部 ２ １ を ラ チ ェ ッ ト ギ ヤ １ ５ に 押 し つ け る よ う に
回 動 付 勢 さ れ 続 け る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 パ ー キ ン グ ブ レ ー キ の 作 動 後 ， パ ー キ ン グ ブ レ ー キ ペ ダ ル ３ に 対 す る 踏 込 み 力 を 解 放 す
る と ， 図 ６ に 示 す よ う に ， パ ー キ ン グ ブ レ ー キ ペ ダ ル ３ は 戻 し ば ね １ １ の 反 発 力 を も っ て
後 退 方 向 に 回 動 し よ う と す る た め ， パ ー キ ン グ ブ レ ー キ ペ ダ ル ３ と 一 体 の 支 軸 ２ ５ が ラ チ
ェ ッ ト ポ ー ル ２ ０ の ガ イ ド 孔 ２ ４ を ， 緩 衝 壁 ２ ６ と 反 対 側 の 内 端 面 を 押 圧 す る ま で 移 動 し
て ， 爪 部 ２ １ を ラ チ ェ ッ ト ギ ヤ １ ５ に 食 い 込 ま せ る 。 す る と ， 支 軸 ２ ５ の 上 記 移 動 に 伴 な
い ポ ー ル 制 御 ば ね ３ ３ の 力 の 作 用 線 Ｌ が 支 軸 ２ ５ の 中 心 の 前 側 に 移 行 す る の で ， こ の 作 用
線 Ｌ に 沿 っ て ， ば ね 係 止 部 ２ ３ 及 び 第 １ ス ト ッ パ ３ １ 間 を 引 き 離 す 方 向 に 作 用 す る ポ ー ル
制 御 ば ね ３ ３ の 力 は ， 爪 部 ２ １ を ラ チ ェ ッ ト ギ ヤ １ ５ か ら 離 脱 さ せ る Ａ 方 向 （ 図 ６ 参 照 ）
へ ラ チ ェ ッ ト ポ ー ル ２ ０ を 回 動 付 勢 す る こ と に な る が ， 爪 部 ２ １ の ラ チ ェ ッ ト ギ ヤ １ ５ へ
の 食 い 込 み 力 が 強 い た め ， 爪 部 ２ １ が ラ チ ェ ッ ト ギ ヤ １ ５ か ら 離 脱 す る こ と は な い 。 こ う
し て パ ー キ ン グ ブ レ ー キ ペ ダ ル ３ は 前 方 踏 み 込 み 位 置 に ロ ッ ク さ れ ， パ ー キ ン グ ブ レ ー キ
の 作 動 状 態 を 保 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 パ ー キ ン グ ブ レ ー キ の 作 動 を 解 除 す る に は ， 再 び 踏 み 部 ３ ａ を 踏 み 込 む 。 そ れ に よ り パ
ー キ ン グ ブ レ ー キ ペ ダ ル ３ が 僅 か で も 前 方 へ 回 動 す る と ， 支 軸 ２ ５ の ガ イ ド 孔 ２ ４ の 内 端
面 へ の 押 圧 力 が 解 放 さ れ ， 爪 部 ２ １ の ラ チ ェ ッ ト ギ ヤ １ ５ へ の 食 い 込 み が 弱 ま る た め ， ポ
ー ル 制 御 ば ね ３ ３ に よ る ラ チ ェ ッ ト ポ ー ル ２ ０ の 前 記 Ａ 方 向 へ の 回 動 付 勢 に よ り ， 図 ７ に
示 す よ う に ， ラ チ ェ ッ ト ポ ー ル ２ ０ は ， ス ト ッ パ ア ー ム ３ ０ を 第 ２ ス ト ッ パ ３ ２ に 当 接 さ
せ る ロ ッ ク 解 除 位 置 Ｕ ま で 回 動 し て ， 爪 部 ２ １ を ラ チ ェ ッ ト ギ ヤ １ ５ か ら 離 脱 さ せ る 。 そ
こ で ， 踏 み 部 ３ ａ へ の 踏 み 込 み 力 を 解 放 し て い け ば ， パ ー キ ン グ ブ レ ー キ ペ ダ ル ３ は ， ラ
チ ェ ッ ト ポ ー ル ２ ０ を ラ チ ェ ッ ト ギ ヤ １ ５ に 接 触 さ せ る こ と な く ， 戻 し ば ね １ １ の 反 発 力
で 後 退 限 ま で 戻 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 そ の 後 退 過 程 に お い て ， 図 ８ に 示 す よ う に ， ラ チ ェ ッ ト ポ ー ル ２ ０ の 当 接 カ ム ２ ２ が ラ
チ ェ ッ ト ベ ー ス ２ の リ セ ッ ト カ ム １ ７ に 当 接 し て 前 方 へ 押 圧 さ れ る と ， ポ ー ル 制 御 ば ね ３
３ の 作 用 線 Ｌ が 支 軸 ２ ５ の 中 心 の 後 側 に 移 行 す る 。 そ の 結 果 ， 作 用 線 Ｌ に 沿 っ て ば ね 係 止
部 ２ ３ 及 び 第 １ ス ト ッ パ ３ １ 間 を 引 き 離 す 方 向 に 作 用 す る ポ ー ル 制 御 ば ね ３ ３ の 力 に よ っ
て ， ラ チ ェ ッ ト ポ ー ル ２ ０ は ， ス ト ッ パ ア ー ム ３ ０ を 第 １ ス ト ッ パ ３ １ に 当 接 さ せ る 当 初
の セ ッ ト 位 置 Ｓ （ 図 ３ 参 照 ） に 復 帰 す る と 同 時 に ， 急 激 に 押 し 上 げ ら れ る た め ， ガ イ ド 孔
２ ４ の 下 端 部 の 緩 衝 壁 ２ ６ が 支 軸 ２ ５ に 勢 い よ く 衝 突 す る が ， 緩 衝 壁 ２ ６ は 緩 衝 空 間 ２ ７
側 に 撓 む こ と で ， そ の 衝 撃 力 を 効 果 的 に 吸 収 す る こ と が で き ， し た が っ て 大 き な 衝 突 音 の
発 生 を 防 ぐ こ と が で き ， ド ラ イ バ に 不 快 感 を 与 え な い で 済 む 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 特 に ， 円 形 断 面 の 支 軸 ２ ５ と 緩 衝 壁 ２ ６ の 平 坦 な 当 接 面 ２ ６ ａ と の 衝 突 に よ れ ば ， 緩 衝
壁 ２ ６ は 中 央 部 に 集 中 荷 重 を 受 け て ， 撓 み を 生 じ 易 く な る か ら ， 衝 撃 力 の 吸 収 を よ り 効 果
的 に 行 い ， 消 音 効 果 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 金 属 製 の ラ チ ェ ッ ト ポ ー ル ２ ０ は ， 爪 部 ２ １ ， ば ね 係 止 部 ２ ３ 及 び ガ イ ド 孔 ２ ４ 内
側 面 を 除 い て ， 合 成 樹 脂 製 の 緩 衝 被 膜 ３ ４ に よ り 表 面 を 被 覆 さ れ る の で ， 爪 部 ２ １ ， ば ね
係 止 部 ２ ３ 及 び ガ イ ド 孔 ２ ４ 内 側 面 の 強 度 及 び 耐 摩 耗 性 を 確 保 し つ ゝ ， ラ チ ェ ッ ト ポ ー ル
２ ０ が 第 １ ， 第 ２ ス ト ッ パ ３ １ ， ３ ２ 及 び リ セ ッ ト カ ム １ ７ に 当 接 し た と き の 当 接 音 や ，
ラ チ ェ ッ ト ポ ー ル ２ ０ が パ ー キ ン グ ブ レ ー キ ペ ダ ル ３ 側 面 に 対 し て 摺 動 し た と き の 摺 動 音
を 効 果 的 に 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 し か も 前 記 緩 衝 壁 ２ ６ は 緩 衝 被 膜 ３ ４ と 一 体 成 形 さ れ る の で ， 緩 衝 被 膜 ３ ４ 及 び 緩 衝 壁
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２ ６ を 一 挙 に 成 形 で き て ， 製 造 が 容 易 で あ る の み な ら ず ， 緩 衝 壁 ２ ６ は ， 緩 衝 被 膜 ３ ４ の
， ラ チ ェ ッ ト ポ ー ル ２ ０ 両 側 面 を 被 覆 す る 部 分 を ガ イ ド 孔 ２ ４ を 通 し て 相 互 に 連 結 す る の
で ， 緩 衝 被 膜 ３ ４ の ラ チ ェ ッ ト ポ ー ル ２ ０ 両 側 面 へ の 接 合 強 度 を 高 め ， 緩 衝 被 膜 ３ ４ の 剥
離 を 効 果 的 に 防 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 本 発 明 は ， 上 記 実 施 例 に 限 定 さ れ る も の で は な く ， そ の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 種 々 の
設 計 変 更 が 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 自 動 車 の ペ ダ ル 式 パ ー キ ン グ ブ レ ー キ 操 作 装 置 の 側 面 図 。
【 図 ２ 】 図 １ の ２ 矢 視 図 。
【 図 ３ 】 図 １ に お け る ラ チ ェ ッ ト 機 構 部 を ， パ ー キ ン グ ブ レ ー キ ペ ダ ル の 非 操 作 状 態 で 示
す 拡 大 側 面 図 。
【 図 ４ 】 図 ３ の ４ － ４ 線 拡 大 断 面 図 。
【 図 ５ 】 パ ー キ ン グ ブ レ ー キ ペ ダ ル の 第 １ 回 目 の 踏 み 込 み 過 程 を 示 す ， 図 ３ と の 対 応 図 。
【 図 ６ 】 パ ー キ ン グ ブ レ ー キ ペ ダ ル の 第 １ 回 目 の 踏 み 込 み 力 解 放 状 態 （ ラ チ ェ ッ ト ポ ー ル
の ロ ッ ク 状 態 ） を 示 す ， 図 ３ と の 対 応 図 。
【 図 ７ 】 パ ー キ ン グ ブ レ ー キ ペ ダ ル の 第 ２ 回 目 の 踏 み 込 み 状 態 （ ラ チ ェ ッ ト ポ ー ル ロ ッ ク
解 除 状 態 ） を 示 す ， 図 ３ と の 対 応 図 。 ， 図 ３ と の 対 応 図 。
【 図 ８ 】 パ ー キ ン グ ブ レ ー キ ペ ダ ル の 第 ２ 回 目 の 踏 み 込 み 力 解 放 過 程 （ ラ チ ェ ッ ト ポ ー ル
の リ セ ッ ト 過 程 ） を 示 す ， 図 ３ と の 対 応 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
Ｆ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 車 体
Ｒ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ラ チ ェ ッ ト 機 構
Ｓ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ラ チ ェ ッ ト ポ ー ル の セ ッ ト 位 置
Ｕ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ラ チ ェ ッ ト ポ ー ル の ロ ッ ク 解 除 位 置
１ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ブ ラ ケ ッ ト
２ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ラ チ ェ ッ ト ベ ー ス
３ ・ ・ ・ ・ ・ ・ パ ー キ ン グ ブ レ ー キ ペ ダ ル
４ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 枢 軸
１ ５ ・ ・ ・ ・ ・ ラ チ ェ ッ ト ギ ヤ
１ ６ ・ ・ ・ ・ ・ 収 容 凹 部
１ ７ ・ ・ ・ ・ ・ リ セ ッ ト カ ム
２ ０ ・ ・ ・ ・ ・ ラ チ ェ ッ ト ポ ー ル
２ １ ・ ・ ・ ・ ・ 爪 部
２ ４ ・ ・ ・ ・ ・ ガ イ ド 孔
２ ５ ・ ・ ・ ・ ・ 支 軸
２ ６ ・ ・ ・ ・ ・ 緩 衝 壁
２ ６ ａ ・ ・ ・ ・ 平 坦 面
３ ３ ・ ・ ・ ・ ・ ポ ー ル 制 御 ば ね
３ ４ ・ ・ ・ ・ ・ 緩 衝 被 膜
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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